
講座名 男女共同参画基礎講座 男女で共に考える“もしものとき”  

日時 平成２８年９月３日（土） 午前１０時から正午まで 

場所 豊田産業文化センター 多目的ホール 

参加（人） １３０人 

講師 椿 佳代 さん（エンジェルランプ 代表） 

内容 

 まず初めに、講師が実際に被災地支援（東日本大震災など）に赴いたときに体験

したことを、写真を投影しながら臨場感たっぷりにお話しいただきました。 

そして、大規模災害に備えるために、「家具・家電を固定する、ガラス飛散防止  

フィルムを貼る、非常食を日常生活にも取り入れて食べやすいものを見つけておく」

などのハード面の備えと、「普段の様々な活動でも女性が参画してプラスアルファの

視点を入れる」などのソフト面の備えが、両方必要であることを解説していただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その後、全員でワークです。 

【９月１日（土）午前１０時４６分地震発生！そのときあなたは何をしている？】 

という設定に、「土曜日の午前中はいつも習い事に行っているから…」など全員が 

それぞれの日常生活から、どんな場面で被災することになるのか想像します。自分

はどんな状態で、周りには誰がいて、けが人はいないか、二次災害の危険性はない

か？シミュレーションを通して、平常時のうちに色々な場面を想定して訓練してお

くことや、色々な立場の人と話し合っておくことの大切さを体感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講生の声 

・今できることから備えておこうと思いました。 

・地域の絆、ネットワークの大切さを再認識しました。 

・女性でなければ分からないことも多くあると思うので、これからは積極的に 

意見を出していこうと思います。 

担当者所感 

 講義だけでなく、日常生活に当てはめて考えるワークを体験したことによって 

より多くのことを学んでいただけたと思います。受講生の皆様には、今回知ったこ

と、感じたことをぜひ周りの方にも広めていただき、もしものときには、性別にと

らわれず一人ひとりが力を出し合って協力し合えるように、備えをしていただきた

いと思います。 

 

実 施 報 告 書 

災害時には、平常時以上に困難が際立
ちます。避難訓練の企画・運営に、女
性や若者、各世代の意見が反映されて
いますか？ 


